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１５日間の冬休みを終え，元気な「た

かの子たち」が学校に戻ってきました。

校長の話の中では，「２０１８年の初

日の出と１月２日のスーパーム

ーンの両方に願い事をしたこと」

「進級・進学に向けて，しっか

り準備をして欲しいこと」等を

話しました。

新年の幕開けはいかがだったでしょうか。 １・４・６

今年もどうぞよろしくお願いいたします。 年生の代表児

３学期は，非常に短く５１日間しかありません。 童が，それ

職員一同，子どもたちの学力向上・健やかな成長 ぞれ冬休み

のために，全力を尽くす所存です。 の思い出や

昨年同様，よろしくお願いいたします。 ３学期に頑

張りたいこ

となどについて，堂々と発表し

てくれました。

夏休みに引き続き，冬

休み中も希望者を対象に

学習会を開催しました。 １月１２日（金）に

２学期末にインフルエ は，全校一斉に校内書

ンザが流行し始めていた き初め大会を実施しま

ので，希望していたのに体調を考慮して参加でき した。２学期末から取

なかった子供たちもいま り組みはじめ，冬休み

したが，１２月２６日・ 中にも課題として出さ

２７日の二日間で，のべ れていたので，練習の成果が十分発揮された書き

２５０名の子どもたちが 初めになりました。真剣な表情で一字一字心を込

参加しました。 めて書く姿に感動しました。

書き初めの課題は次のとおりです。

１年生「ゆめ」 ２年生「きぼう」

３年生「まつ」 ４年生「天地」

５年生「信じる力」 ６年生「山里の春」

※１・２年生は硬筆，３年生以上が毛筆です。

学校教育目標

心身ともにたくましく

豊かな人間性をもつ子どもの育成

・進んで学ぶ子ども・豊かな心をもつ子ども

・じょうぶな子ども・ふるさとを愛する子ども



学校集会の「校長の話」

のなかで，歳神様の話をしました。

歳神様は，元旦の日の朝，新年の幸せを運んで

きてくれる事，しめ飾りは歳神様への合図だとい

うこと，家族の幸せを願うおせち料理は，歳神様

へのお供え料理で一緒に食べるということ，お正

月に使う箸が両方削られているのは，片方が歳神

様用なのだということ，お年玉は，歳神様に供え

た鏡餅を下ろし，子どもたちに分け与えたことか

ら始まったこと，等について話を進め，結びに「皆

さんは，歳神様からパワーをいただいているので，

今年一年自分の夢や目標に向かって努力してくだ

さい。」と締めくくりました。

１月２６日（金），

５・６年生が，「心

身の鍛練と健康の

増進を図ること」「ス

キーの基本技能とマ

ナーを身につけるこ

１月１６日には， と」などを目的とし

東日本旅客鉄道株 て，サンメドウズ清

式会社から５名の 里スキー場でスキー

講師をお招きして，

５年生に出前授業 教室を行いました。

をしていただきま 習熟度別班編成

した。 により，それぞれ

「鉄道と情報ネットワークの秘密を探れ！」と の班にインストラ

いうテーマのもと，①ＩＣカード（Suica）にな クターが一人付き，

って，どのようなことが便利で快適になったのだ 丁寧に教えてもら

ろうか？また，環境にどのような良いことがある いました。

のだろうか？②電 記録的な寒波襲

車を安全に時間通 来の中，寒さが心

りに動かすために， 配されましたが，

どのような工夫を コンディションも

しているのだろう よく，思う存分の

か？等について， 滑りができたよう

話を聴きながら考 です。

えていきました。




